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S種管（切管用）切管有効寸法1.0ｍ以上とする。

甲切　は有頭(受口有り)の切管を表す。

※既設舗装版　5ｃｍ

水圧用を再利用
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① ＧＸ管の施工

ライナー使用箇所※1 P-Link使用箇所※2 G-Link使用箇所※3

GX形直管はすべてS種管とする。

乙切　は無頭(受口無し)の切管を表す。

※1　一体化長さ

曲管部

(φ75～φ150［45°以下］)　　　　　　：1.0ｍ

(φ75～φ100［45°を超え90°以下］)　：1.0ｍ

(φ150　    ［45°を超え90°以下］)　：4.0ｍ

(φ75～φ150［丁字管部］)　　　　　　：1.0ｍ

仕切弁部

( φ75)：5.5ｍ (φ100)：7.0ｍ (φ150)：9.5ｍ

上記以内の直管受口にはライナーを使用すること。

その他施工に関する注意事項

・施工順序について、事前に監督員に確認して下さい。

・土被り等に変更があった場合には監督員の指示に従って下さい。

・現場状況により上記の配管と相違が生じる場合には、監督員との協議を行ってください。

・K型受口には特殊押輪(3Dkn仕様)を使用すること。

・掘削深がH=1.5mを超える場合には土留工（軽量鋼矢板）を施すこと。

・メカニカル継手を使用する場合で、HPPE管にインナーコアの挿入が必要な場合は、
各メーカーが指定するコアの挿入量・締付方法に従い、適切にせこうすること。

※2　P-Link
直管受口に切管を接続する場合は、P-Linkを使用し接続すること。

※3　G-Link
異形管受口に切管を接続する場合は、G-Linkを使用し接続すること。

②

※仮復旧ｔ＝3ｃｍ

※舗装復旧　5ｃｍ計上（掘削幅）
※舗装復旧　5ｃｍ計上（掘削幅）

※仮々復旧　3ｃｍ計上
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